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チョウセンハマグリ移殖放流調査

廃

方法および結果

移殖実績昭和43年から昭和46年までに、天津漁業

協同組合(浜荻)で移殖したチョウセンハマグリの移

植数、襟識個体数、移殖量は表1に示したとおりで、

移殖量は、昭和43年3.32屯、昭和44年2.0屯、昭和45年

4.51屯であった。このうち、標識貝の割合は、昭和43

年14.5%、昭和44年37.5%、昭和45年51.2%であった。

義尾仁・高修・坂本

はじめに

鴨川湾の天津浜荻地先におけるチョウセンハマグリ

の移殖方必定調査は、遠山らによって行なわれ、すでに

報告されているが1)、筆者らは昭和46、47と継続し調

査を行ない、移殖後の成長、再捕率、資源量などに若

干の知見が得られたので報告する。

本調査に協力していただいた天津漁業協同組合浜荻

支所長藤後氏、ならひ1二、同職員の諸氏に感謝の意を

表する。

国石

チョウセンハマグリ移殖実績

移 殖年月日 推定移殖数(個) 標識{国体数(個) 移殖量(屯) 標識貝の割合(%)

昭和43.12. 25 56，000 8，120 3.32 14目5

昭和44.12. 26 20，788 7，798 2.00 37.5 

H自和45.12. 23 
96，323 49，339 4.51 51.2 

1Ii'l和46. 2. 23 

表 1
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(漁場は浜荻i巷から待崎)チョウセンハマグリの移殖区域図1
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移殖場所 チョウセンハマグリの移殖場所は鴨川湾

天津小湊田Ti兵荻j也先の、水深5m J-).i主であった(図 1)。

チョウセンハマグりの漁獲量 天津漁業協同組合

(浜荻)に水揚げされたチョウセンハマグリの漁獲量

は、移殖前の昭和42年には3.6屯であったが、移殖を始

めたJlilfU43年には11.5屯に増加Il、移殖後1年日の昭

和44年には14.8屯と最l吉1の漁獲量をしめした。しかし、

昭和45年には4.7屯に減少し、昭和46年には1.2屯と最

低の漁獲量になった(図2)。 1.15 
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チョウセンハマグリの移殖後1カ年の成長

(日目和45年に移殖し、昭和46年に再捕)
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天津漁協j兵荻支所におけるチョウセン

ハマグリの漁獲量
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チョウセンハマグリの成長倍率は図3、4、

5、6に示したとおりで、殻長が大きくなるにしたが

って成長倍率が低くなり、殻長80-9伽mでは殆んど成

長し主くなっている。

殻長55-60酬では、移殖後1年目の成長倍率は1.17

倍でそれほど良好で、ない。 2年目には移殖時の1.42f音

でや、良好になった。また、 3'Io日以後はふたたび成

長が悪くなった。

成長には(悶{本差があるが、殻長6伽mの満3年貝2)を

移殖した場合、成長の良いものでは、移積後 I年で70

.2mm、2年目で85.2mm、3年目で90.伽 m、4年目で92

ιnm、 (満7年)に成長すると推定した(図7)。

体重は、殺長との関係 (al8)から、移殖H寺の殻長

60mm、体重57.5gの(間体は、 1年目では86.8g、2年目で

144.1g、3年目で166.旬、 4年目で178.3gになると推

定した。

成長

チョウセンハマグリの移嫡後2カ年の成長

(昭和44年に移殖し、昭和46年に再捕)

図4
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-一一→経過年数

60 10 80 

ー一一→殻 長
図7 チョウセンハマグリの殻長による成長の相違f7lJ

(附の駒Iとし僻でしめす ) 
0一教長50~60皿、一一 0--60~70 回目、 l

-0--70~80 mm ノ凶5 チョウセンハマグリの移獄後3カ年の成長

(昭和44年に移殖し、昭和47年に再捕)
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図6 チョウセンハマグリの移殖後4カ年の成長

(昭和43年に移殖し、昭和47年に再捕)

図8 チョウセンハマグリの体重と殻長の関係

(関係式のyは体重、 zは殻長をしめす)
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再捕チョウセンハマグりの穀長組成昭和44年の移

殖貝の殻長組成、再捕した標i龍ハマグリの移殖時の殻

長重lIhx:は、表2、図9に示したとおりで、昭和44年の

移殖貝は殻長70~80回mが多かった。昭和46 、 47年に再

捕した標識ハマグリの移殖時の大きさも殻長70~80聞

が多い。また、殻長組成もほぼ同じであった。ごのこ

とは、殻長50mm以上の移殖貝は、移殖後3年間以内で

は、歩留り率、移動による分散がほぼ同じ割合で生ピ

ることを示しているので、生活の場が同じであると考

えて良い。昭和45年移殖貝の殻長組成は不明で、あった

が、昭和46、47年に再捕した標識貝の移殖時の殻長組

成もほぼ同様で、あった(図9)。
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表2 昭和44年標識貝の移殖時の殻長組成

(遠山3)未発表資料増補)
(%) 

殻長(mm) 移殖時 昭和46年※昭和47年※

45-50 0.8 2 3.7 

50-55 2.2 2 1.9 

55-60 8.8 4 13.0 

60-65 14.5 8 5.6 

65ー 70 11.0 16 11.1 

70ー 75 27.7. 34 42.6 } 61.1 
75-80 

;~:3} 57.0 ;~} 58.0 
18.5 

80-85 4.9 6 3.7 

85-90 0.8 2 

※(自百和46年、 47年に水揚げした標識貝の

移殖時の殻長組成を示す。)

昭和45年移殖

(白:平均殻長78.7皿皿)

昭和47年再捕

(再捕時平均殻長86.7mm)

昭和45年移殖

(白:王子均殻長78.8mm)

昭和46年再捕

(再捕時平均殻長80.7mm)

昭和44年移殖

(白:平均殻長73.lmm) 

昭和47年再捕

(再捕時平均殻長87.4皿皿)

昭和44年移殖

(白:平均殻長71.1皿皿)

昭和46年再捕

(再捕時平均殻長85.0mm)

図9 再捕した標識チョウセンハマグリの成長前の殻長組成

(黒は、再捕時の殻長組成、白は、成長前の殻長組成)
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チョウセンハマグリの資源量の推定移殖したチョ

ウセンハマグリの分散が均・であるので、標識貝の歩

留りを100%と仮定して、資源量の概算を把握するため

に Schnabel 法4)により、天津漁業協同組合で管理

する治、場の資源量を推定すると、昭和44年には、 1:!..If

70万個、昭和45年は47万個、昭和46年は33万i固であっ

た(表3)。

移殖貝の再捕率昭和43年に移殖した移殖貝の再捕

率は、昭和44年に21.1%、昭和45年lこ5.6%、昭和46年

lこ0.7%であった。昭和44年の移殖貝は、昭和45年に19

.8%、昭和46年に1.9%であった(表4)。このことは、

漁獲量の多い年には再捕率も高いことを示し、また、

移殖後2年以上では再捕率が極端に低下しでいる。

表3 鴨川湾天津j兵荻f也先のチョウセンハマグリの資源量推定値

個体群中 採捕数 年 t 1 の Schnabel 
年 、入 il"こ 採捕数 中の標 本号りにおける i1< !7) 

標識のft 議の数 標識の総数 ;佳定{直

t-l ;e:n tMt 
t Rt nt mt Mt~;e: Rt-mt-l n t ivIt ;e:ntMt 呂田t

I 
~mt 

昭和43年 8，120 

昭和44年 7，7宮8 148，470 1，712 8，120 1，205，576，400 1，205，576，400 1，712 704，192 

昭和45年 49，339 39，167 2，008 14，206 556，406，400 1，761，980，800 3，720 473，651 

昭和46年 。320 38 61，537 19，691，840 1，781，672，640 5，432 327，996 

表4 移殖貝の再捕率

昭和43ij'.移殖貝 昭和44年移殖貝 昭和45年移殖貝

採主li{j'. 個体数 再捕率 {国f{;数 再捕率 {固体数 再捕率
(% ) (%) . (% ) 

lIil和44fje 11，807 21.1 

昭和45年 3，159 5.6 4，125 19.8 6 。
昭和46年 407 0.7 396 1.9 1，799 1.9 

言十 15，373 27目4 4，521 20.7 1，805 1.9 

表5 移殖貝の混獲率

昭和43年移殖貝 昭和44年移殖貝 昭和45年移殖貝 天然貝

採 J市年 1困1本数 混(J%整率) f悶伴、主主
混(獲%率) 

I国[本数 混(J%聾率) *漁(獲%割)合

昭和44年 11，807 8.0 92.0 

昭和45年 3，159 8.1 4，125 10目5 6 。81.4 

昭和46年 407 4.3 396 4.2 1，799 18.9 72.6 

*漁獲量のうち天然貝の占める割合
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移殖貝の混獲率 漁獲量のうち、移殖貝の占める割

合 (i琵獲率)を年次別にもとめると、昭和43年度の移

殖貝における混獲率は、昭和44年に8.0%、昭和451j'.

8.1%、Jli'l和46年4.3%であった。昭和44年度の移殖貝

におけるそれは、昭和45年に10.5%、昭和46年に4.2%

であった。さらに、昭和45年度の移殖貝におけるそれ

は、昭和46年に18.9%であった(表 5)。このことは、

天然、貝の多い年には、漁獲量が多くなり、移殖貝のj昆

J生率が低下することを示していた。その反面では、天

然貝が少なくなると、移殖貝の割合が増加 Fる。なお、

天然貝の占める割合は、昭和44年92.0%、昭和45年81

.4%、昭和46年72.6%で、漁獲量の大部分が天然貝で

あった。

考察

天津漁業協同組合(浜荻)に水揚げされたチョウセ

ンハマグリの漁獲量は、移殖年の昭和43、44年に増加

し、その後、昭和45、46年には激減した。昭和43、44

年の漁獲量増加の要因は、遠山ら 1)の指摘していると

おり、昭和44年に再捕率の高いごとから昭和43年度の

移殖が刺激になり、単位当り漁獲量の増加と同時に操

業隻数の増加したことによると考えられる。また、資

源量の増加した昭和44年には70万個もあり、しかも、

漁獲量の92%が天然貝であることから、移殖による効

果が漁獲増加に直接影響したとは考えられない。

この水域では、天然貝の資源量が減少すると、移殖

貝の再捕率が低下し、漁獲量は減少する。このことは、

操業回数、隻数の減少することに関連していると考え

られる。この場合は移殖貝のj昆獲率は増加する。

また、移殖後2年以降再捕率が低下するのは、移動

による分散で、密度が低下する 1)とも推定され、海岸線

が8k皿もある鴨川湾のような広い漁場では、資源量が

豊富でなければ、移殖貝の再捕率はf丘くなると考えら

れる。

平均殻長71.1mmのチョウセンハマグリを移殖し、 2

年後に、平均殻長85.0田皿(図8)に成長したものを漁

獲する場合、移殖量よりも多く漁獲するためには、移

殖量をZとすると、重量成長は、体重殻長式より、 89

宮から1439になり、1.6H告になる。再捕率を yとする

と、 1.61xy>Xで、 Y>62.1 (%)になる。したが

って、鴨川湾で再捕率62.1%を期待することは不可能

であるから、移殖用として殻長70皿皿以上のものを移殖

することは効果的でない。

成長倍率より移殖効果を検討すると、移殖後1年以

上経過すると、再捕率が低下するので、移殖後1年で

漁獲し、再捕率を20%として、移殖量 (X)以上漁獲

するには、成長 (y)は、 xyXO.2>Xから、 y>5

(倍)になる。しかし、成長を 1年で5倍にすること

は不可能であるから、成長を 5倍にするためには、体

重159、殻長40mmのものを移殖すれば、移殖後2年半で、

体議75gになる5)。資源量が70万個、約70屯あれば、漁

獲量を14.8屯、再捕率21.1%>20%にすることも可能

であるので、天然貝を考慮しないで、体重15日のハマグ

リを14屯移殖して、 2年半後の効果を検討したいと考

える。

以上の考察は、歩留り、移動分散、採算面等につい

て不確定の要素が多いが、今後の移殖事業の効果検討

に少しでも役立てば幸いで、ある。

要 約

1) 昭和43、44、45年に天津小湊町地先に移殖した

チョウセンハマグリの移殖効果について検討した。

2) 成長は、殻長50~60mmの貝が良く、 80皿以上で

は成長が惑い。

3) 殻長60阻の成長の良い{国体は、移殖後1年で、

70.2回、 2年目に85.2皿、 3年目で90mm、4年目で、

92.4mm (満7年)に成長する。

4) 体重と殻長の関係式は、 logY ~2. 620 logX 
2.899で表わされる。

5) 資源量は、昭和44有マ0万個、昭和45年47万個、

昭和46年33万個と推定した。

6) 移殖貝の再捕率は、最高21.1%であった。漁獲

量の多い年には、再捕率が高い。

7) 資源量の多い年には、漁獲量が多くなり、移殖

貝の混獲率は低下する。

8) 殻長70回以上の貝の移殖は効果的ではなかった。

9) 移殖効果は成長が5倍以上、再捕率20%以上あ

れば高くなる。そのためには、体重15宮前後のハマグ

リを14屯以上移殖し、 2年半後に検討してみる必要が

あろう。
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